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ピースボート災害ボランティアセンター

人こそが人を支援できる

PBVとは



NGOピースボート 地球一周・国際交流の船旅

3



4

• 情報紙「仮設きずな新聞」の

発行・配達による見守り活動

• 体験/滞在型の漁業支援

ボランティア

「イマ、ココ プロジェクト。」

• 行政や地元住民と連携した

• 新たな街づくり

• 災害発生時の緊急支援活動
• 災害ボランティアの育成プログラム

• わが家の災害対応ワークショップ

• 支援を活かす地域力ワークショップ

東日本大震災
東北での支援

国内外での
災害支援

防災・減災への
取り組み

PBVの取り組み



① 災害時をイメージして、

対応を考える。

②「わが家」に帰った時に、

家族で話合う内容や

備えるべき内容が分かる。

目的



① 身のまわりを知る

家族を知る 自宅を知る 地域を知る

② イメージする

被災した状況をイメージしてみよう

③ 災害時の対応・備えを考える

内容



■各グループで自己紹介

※１人１分！

① お名前

② わが家の災害対応ワークショップに

参加した目的

はじめに



① 身のまわりを知る

■家族を知る

「気になること」

「配慮が必要なこと」

家族の日常の行動
を知っていますか？



マンションの築年数
を知っていますか？

住居階数 は何階ですか？

① 身のまわりを知る

■自宅を知る



① 身のまわりを知る

■自宅を知る
部屋の中で危険な箇所

はありますか？





地震によるケガの原因の
30％～50％が

家具の 転倒・落下・移動

によるもの！

① 身のまわりを知る

■自宅を知る



マンション防災 はじめの一歩

① 身のまわりを知る

■自宅を知る



① 身のまわりを知る

■地域を知る

一時避難場所

広域避難場所

避難所

火災等が発生したら、
まず避難する場所。

火災が拡大し、生命の安全を
確保するための場所。

住む家を失った方が、
臨時に生活するための場所。

大きな
地震発生

マンション
待機



マンションから

近い避難所の場所
を知っていますか？

① 身のまわりを知る

■地域を知る



八王子市 防災マップ
① 身のまわりを知る

■地域を知る



① 身のまわりを知る

■地域を知る

ローズハイツ
八王子

一時避難場所

避難所

広域避難場所



震度７の大地震 が発生。

その後、

どのような出来事が起きるでしょうか？

② 被災した状況をイメージしてみよう



 安否確認の電話が急増し、
電話やメールが繋がりにくくなる。

 停電によって、インターネットな
どの通信機器が使えなくなる。

② 被災した状況をイメージしてみよう

■通信



 水道、電気、ガスなどのライフ
ラインが止まる。

 復旧に時間がかかれば、生活が
困難になる。

② 被災した状況をイメージしてみよう

■ライフライン



 電車などの公共交通機関が止まる。

 交通規制が行われ、大渋滞が起きる。

 都会では、帰宅困難者があふれる。

② 被災した状況をイメージしてみよう

■交通



 建物やブロック塀が倒壊。

 窓ガラスが割れ散乱。

 道路の地割れ、マンホールが盛り上がる。

 木造住宅地域での火災。

② 被災した状況をイメージしてみよう

■建物と道路



 避難所には不特定多数の人が避難する。

 その中には、災害時要援護者といわれる
方たちがいる。

② 被災した状況をイメージしてみよう

■避難所

高齢者、障がい者、乳幼児、
妊婦、傷病者、外国人など



1. 火を消しに行く

2. ドアを開けに行く

3. 身を守る

4. ラジオをつけて情報を集める

③ 対応を考える

強い揺れを感じました！
まず、何をしますか？



1. ひとまず火元から離れて、身の安全を守る

2. ご近所と協力して、燃え広がらないようにする

3. 大声でご近所に呼びかける

4. 119番に電話をする

③ 対応を考える

火災が発生しました！

どのような順番で対応しますか？



③ 対応を考える

携帯での通話ができません。
どのような方法で、
家族と連絡をとりますか？

できる限り多くの

連絡方法を考えてください。



マンション防災 はじめの一歩③ 対応を考える



備蓄品で必要だと思うものを、話し合ってください。

③ 対応を考える

非常時持出品・備蓄品は
何を準備しますか？

非常時持出品 避難する際に持ち出すもの

非常時備蓄品
支援が届くまで、
生き延びるための備え



③ 対応を考える

非常時備蓄品の考え方

① 食料と飲料水：3日分（震災では一週間）

●火を通さずに食べられる、保存期間の長い食品
缶詰、インスタント食品、アルファ米･･･
・消化のいいもの
・カロリーがあって、栄養バランスのいいもの
・手をかけないで食べられるもの
・かさばらないもので長期保存可能なもの
・家族が好きで美味しいもの

●飲料水は、大人一日あたり2.5リットル



③ 対応を考える

非常時備蓄品の考え方

② 家族構成を考慮する

・乳幼児：食料、おむつ等
・高齢者：食料、介護用品
・女性：生理用品
・ペット：ペットフード
・その他：薬、コンタクト用品･･･



③ 対応を考える

非常時備蓄品の考え方

③ あると便利なもの

・携帯用ラジオ、懐中電灯、電池

・トイレットペーパー
・カセットコンロ、ガス缶
・充電器：ソーラー式、乾電池式
・ホイッスル



マンション防災 はじめの一歩③ 対応を考える



③ 対応を考える

各家庭の備え･･･自助

マンション全体の備え･･･共助

マンションの備蓄品

「何を備えるか」を合意形成する

・消火器

・救助用品（ジャッキ、バール）

・応急手当、AED、担架

・大量調理の準備（炊き出し）



□ 家族の日常の行動を確認しましょう。

□ 自宅の危険な箇所を確認しましょう。

□ 地域の被害想定・避難所が分かる地図を手

に入れよう。

□ 家族との連絡手段を複数検討しましょう。

□ 非常時備蓄品・持出品を検討しましょう。

□ 近所との協力方法を考えましょう。

家族と「わが家の災害対応」を
話し合う日時を決めましょう！

③ 対応を考える



さいごに

災害時には、ご近所との

つながりがとても重要！

普段からつながりがあることで、
震災時に助け合うことができる。

共助



おわり


